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『みやすいくん』 

 
  

 
 ７月２４日（木）４時間の授業を行ったのち、昼休みを挟んだ５校時『閉講式』を行いました！ 
はじめに『閉講式』に先立ち、東北大会に出場した『ヨット部』『相撲部』『空手道部』『陸上競技部』そして、夏の大会を
終えた『硬式野球部』の報告会を行いました！また、賞状伝達も行われました！ 
 『閉講式』では校長先生より講話、そして教務部長の荻野先生、生徒指導部長の三浦先生、進路指導部長の佐藤先生、防災
班長の平塚先生よりそれぞれ立場からのお話をいただきました。 
 生徒の皆さんは、明日から『夏休み』となりますが、事故に注意するとともに、規則正しい生活を送ってほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

 

『校長講話』  
今日で夏休み前の授業が終了です。４月に新学期が始まってからのこの４か月間、皆さんが大きな事故もなく、毎日元気に登校し、学

校生活を送ってくれたことを、校長として心から嬉しく思います。  
日々の授業や行事、部活動に熱心に取り組む皆さんの姿は、学校全体に活気を与えてくれました。皆さん一人ひとりの努力と、先生方

やご家庭の支えがあってこそ、この穏やかな学期を締めくくることができたのだと思います。この場を借りて、先生方・生徒の皆さんに
感謝します。ありがとうございました。  
３年生と専攻科２年生の皆さんにとっては、この夏休みが「進路決定」に向けて極めて重要な時間になります。進学、就職、それぞれ

の道に向けて、今どれだけ準備ができるかが、今後の未来に大きく影響します。応募前企業見学、オープンキャンパス等、しっかりと自
分の目で見極め、来たるべき試験に備えてください。  
さて、すべての学年の皆さんに伝えたいことがあります。「夏休み」という言葉に、開放感や自由な時間を感じる人も多いと思います

が、皆さんにとっては「自分を高める貴重な期間」です。暑さや疲れに負けず、自分に必要な努力を積み重ねてください。また、夏休み
は、外出の機会も増え、気分が開放的になりがちです。そんな時こそ、「自分の行動に責任を持つこと」が大切です。   
特に夏祭りなど大勢で行動する場合など、集団心理により、誰かに誘導され、喫煙や飲酒など高校生らしからぬ行動を取ることなどが

ないよう、君たちはいろいろな人から見られているという意識を持ち、公の場では、常に「宮水の生徒である」という自覚を持って行動
してください。君たちは私の自慢の生徒、私を、学校を裏切るようなことはしないようお願いします！  
加えて、交通事故や水の事故、熱中症など、夏に特有の危険もあります。楽しいはずの夏休みが、一瞬で悲しい思い出になってしまう

こともあります。自分の命はもちろん、大切な友達や周りの人の命を守ることにも、常に意識を向けてください。『命』は誰のものであ
っても大切にしてください。  
「安全」「健康」「責任ある行動」、これらを忘れず、どうか実りある夏休みにしてください。そして、８月２５日には、また元気な姿

で、学校に戻ってきてくれることを心から願っています。これで、私の話を終わります。みなさん、よい夏休みを送ってください。  


